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早くつかまえて　

連載コーナー
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4市政の話題

地域役員・消防団

広
報たはら



田
原
市
で
は
、住
民
相
互
の
助
け
合
い
や
協
力
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
中
心
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
お
り
、各
地
域
で
自
主
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
は
、「
地
区
自
治
会（
町
内
会
、区
な
ど
を
含
む
）」「
校
区（
小
学
校
単
位
の

地
区
自
治
会
の
連
合
組
織
）」と
、小
学
校
区
内
の
す
べ
て
の
地
区
自
治
会
と
各
種
団
体・行
政
委
員
な

ど
で
構
成
す
る「
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」の
三
層
構
造
と
な
っ
て
お
り
、そ
れ
ら
の
連
絡・調
整・

連
携
協
力
を
行
う
た
め
に「
田
原
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会
」が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
で
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る
市
民
館
整
備
や
補
助
金
交
付
な
ど
の
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、市
民
生
活
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

◎
地
区
自
治
会
の
主
な
活
動

「
広
報
や
回
覧
の
配
布
」「
除
草
や
清
掃
な
ど
環
境
整
備
」「
自
主
防
災
活
動
」「
交
通
安
全
」

「
防
犯
活
動
」「
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
」「
住
民
相
互
の
親
睦
活
動
」「
意
見
集
約
や
要
望

の
と
り
ま
と
め
」な
ど

　

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
団
体
の
活
動
へ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。※
名
簿
は
敬
称
略　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

▼
市
民
協
働
課
☎
23
局
３
５
０
４

◆
童
浦
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

鈴
木　

博

吉
胡
区
自
治
会	

	

菰
田
一
久

木
綿
台
区
自
治
会	

	

佐
藤
昌
二

吉
胡
台
区
自
治
会	

	

齋
藤
　
貢

浦
区
自
治
会	

	

眞
木
　
猛

西
浦
区	

	
	

柴
田
　
洋

波
瀬
区	

	
	

柴
田
喜
芳

姫
見
台
自
治
会	

	

西
田
保
紀

片
浜
自
治
会	

	

山
田
幸
宏

白
谷
区	

	
	

藤
城
福
善

光
崎
区	

	
	

金
井
定
男

片
西
自
治
会	

	

大
脇
達
男

◆
田
原
中
部
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

加
藤
武
紀

巴
江
町
内
会	

	

小
原
圭
尓

一
番
東	

	
	

藤
代
善
之

一
番
西	

	
	

山
内
憲
一

三
番
組	

	
	

庄
　
重
次

四
番
組
東	

	

太
田
欣
志

四
番
組
西	

	

加
藤
豊
久

四
番
組
南	

	

夏
目
利
人

蔵
王
東
ヶ
丘
自
治
会	

坪
井
敏
司

蔵
王
南
ヶ
丘	

	

髙
崎
雅
史

萱
町
町
内
会	

	

大
久
保
寛

萱
町
一
区	

	

大
久
保
寛

萱
町
二
区	

	

神
谷
幸
治

萱
町
三
区	

	

高
久
昭
夫

本
町
自
治
会	

	

別
所
克
巳

新
町
町
内
会	

	

伊
藤
　
徹

　◆
衣
笠
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

椿
実
治
郎

加
治
区
自
治
会	

	

鬮
目
國
男

衣
笠
町
内
会	

	

齋
藤
　
昇

八
軒
家
町
内
会	

	

上
田
　
光

藤
七
原
町
内
会	

	

藤
城
　
誠

鎌
田
町
内
会	

	

鈴
木
久
志

東
滝
頭
地
区	

	

朝
倉
義
夫

赤
石
自
治
会	

	

椎
山
裕
二

地
域
活
動
に
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◦会長
山本達夫

（亀山校区）

◦副会長
彦坂雄三

（神戸校区）

◦副会長兼会計
太田　進

（赤羽根校区）

田原市
地域コミュニティ連合会

連合会長
校区会長
地区自治会長

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
域
の
助
け
合
い

＝

◆
六
連
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

小
林
直
春

長
上
区	

	
	

渡
邉
真
教

久
美
原
区	
	

伊
藤
裕
治

浜
田
区	

	
	

髙
崎
康
彦

百
々
区	
	

	

渡
邊
保
政

新
浜
自
治
会	

	

藤
田
　
勉

◆
神
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

彦
坂
雄
三

川
岸
町
内
会	

	

鈴
木
　
雅

漆
田
一
区	

	

山
下
末
吉

漆
田
二
区
自
治
会	

	

峠
　
虎
八

漆
田
三
区
自
治
会	

	

小
田
正
和

東
赤
石
自
治
会	

	

伴
野
　
豊

サ
ン
コ
ー
ト
自
治
会	

前
田
泰
司

市
場
区	

	
	

三
浦
利
仁

青
津
区	

	
	

林
　
正
則

希
望
が
丘
自
治
会	

	

岐
阜
二
夫

赤
松
区	

	
	

河
合
正
路

志
田
区	

	
	

仲
谷
　
智

新
美
区	

	
	

大
原
秀
高

南
町
区	

	
	

中
嶋
久
之

谷
ノ
口
区	

	

鈴
木
克
哉

東
ヶ
谷
区	

	

鈴
木
隆
文

◆
大
草
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

彦
坂
善
弘

大
草
地
区	

	

水
野
孝
康

大
草
団
地
地
区	

	

江
藤
　
巧

◆
田
原
東
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

村
上　

誠

相
川
自
治
会	

	

船
水
治
仁

谷
熊
自
治
会	

	

佐
久
間
達
夫

や
ぐ
ま
台
自
治
会	

	

早
崎
公
嗣

豊
島
自
治
会	

	

髙
橋
静
雄

御
殿
山
自
治
会	

	

山
口
　
明

◆
田
原
南
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

中
神
正
篤

大
久
保
区
自
治
会	

	

中
神
正
篤
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消防団長
今泉 隆一

消防副団長
榊原 源一

消防副団長
宮本 智弘

消防副団長
杉原 正仁

地域の安心・安全を守る

消防団の役員さんをご紹介します

◦団長
榊原源一

◦副団長
瓜生陽一

◦副団長
中村一徳

◦副団長
渡會祥三

◦東部分団
分団長 佐藤大史
副分団長 西山智昭

◦神戸分団
分団長 冨田恭弘
副分団長 田中健司

◦南部分団
分団長 大場成樹
副分団長 冨岡将矢

◦野田分団
分団長 河合政宗
副分団長 渥美秀仁

◦中部分団
分団長 菰田智史
副分団長 藤江信彰

◦童浦分団
分団長 山田尚弘
副分団長 柴田淳也

◦赤羽根分団
分団長 伊藤康文
副分団長 井上圭太
副分団長 鈴木昌俊

◦泉分団
分団長 山内芳彦
副分団長 石川卓哉

◦福江分団

分団長 小野智久　
副分団長 石倉雅志
副分団長 小川直弘
副分団長 山本　曜

◦伊良湖岬分団
分団長 小久保勝大
副分団長 河合大輔
副分団長 齋藤大介

【市民の皆さんへ】消防団は、火災の消火活動だけでなく、地震や風水害など自然災害の発生時にも、地域
で救助・救援活動にあたります。消防団の活動に、ご理解とご協力をお願いします。 ▼消防課☎ 23局4073

◆
野
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

河
合
凞
人

芦
自
治
会	

	

河
合
　
洋

南	
	

	

鵜
飼
正
則

彦
田	

	
	

河
邉
禎
人

雲
明	

	
	

藤
井
　
昇

保
井	

	
	

目
光
德

東
馬
草	

	
	

河
合
和
貴

山
ノ
神	

	
	

藤
江
秀
樹

西
馬
草	

	
	

山
田
　
晃

今
方	

	
	

河
合
宣
典

北
海
道	

	
	

鵜
飼
智
温

市
場	

	
	

河
合
伸
久

仁
崎	

	
	

河
邉
太
一

ほ
る
と
台	

	

加
藤
　
敏

◆
高
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

本
田
泰
敏

高
松
区	

	
	

本
田
泰
敏

◆
赤
羽
根
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

太
田　

進

赤
東
区	

	
	

本
多
昌
仁

赤
中
区	

	
	

太
田
　
健

赤
西
区	

	
	

鈴
木
　
昇

◆
若
戸
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

福
井
義
行

池
尻
区	

	
	

杉
原
敏
元

若
見
区	

	
	

田
中
通
裕

越
戸
区	

	
	

渡
會
輝
夫

◆
和
地
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	
	

小
久
保
昌
彦

和
地
一
色
自
治
会	
	

荒
木
宗
春

和
地
自
治
会	
	

河
合
昌
史

土
田
自
治
会	

	

河
合
芳
広

◆
堀
切
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

髙
瀬　

勲

堀
切
自
治
会	

	

髙
瀬
常
和

小
塩
津
自
治
会	

	

鈴
木			

武

◆
伊
良
湖
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

小
久
保
健
一

伊
良
湖
自
治
会	

	

粕
谷
義
明

日
出
自
治
会	

	

内
藤
康
宏

◆
亀
山
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

山
本
達
夫

亀
山
自
治
会	

	

桑
名
重
夫

西
山
自
治
会	

	

井
本
千
功

◆
中
山
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

髙
須
顕
示

中
山
自
治
会	

	

林			

芳
和

小
中
山
自
治
会	

	

中
川
正
春

◆
福
江
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

川
崎
政
夫

長
沢
自
治
会	
	

鈴
木
正
一

福
江
自
治
会	
	

天
野			

暢

保
美
自
治
会	

	

山
本
耕
作

向
山
自
治
会	

	

石
井
政
彦

◆
清
田
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

大
岩
宗
司

山
田
自
治
会	

	

田
中
義
弘

高
木
自
治
会	

	
小
松			

兼

折
立
自
治
会	

	
杉
浦
嘉
彦

古
田
自
治
会	

	

永
井
正
人

◆
泉
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

校
区
会
長	

	

山
内
六
男

宇
津
江
自
治
会	

	

鈴
木
義
彦

江
比
間
自
治
会	

	

林			

徳
孝

八
王
子
自
治
会	

	

渡
邉
俊
則

村
松
自
治
会	

	

大
久
保
英
哉

馬
伏
自
治
会	

	

丸
井
良
德

伊
川
津
自
治
会	

	

平
井
俊
朗

石
神
自
治
会	

	

伊
藤
行
道

夕
陽
が
浜
自
治
会	

	

鈴
木
孝
雄

（敬称略）

▪地域活動に、ご協力ください。
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■
広
域
連
携
の
強
化

　

東
三
河
の
８
市
町
村
は
、自
然
や
伝
統
、

産
業
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
が
誇
れ
る
特
長
を

持
っ
て
い
ま
す
。そ
の
一
方
で
、全
国
的
に
、

人
口
減
少
・
高
齢
社
会
を
迎
え
て
い
る
な

か
、東
三
河
地
域
に
お
い
て
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。平
成
22
年
の
国
勢
調
査
で
減

少
に
転
じ
た
人
口
は
今
後
さ
ら
に
減
少
す

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、地
域
の
活
力
が
低
下

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
や
事
業
活
動
の
広
が

り
な
ど
に
伴
い
、ひ
と
つ
の
ま
ち
だ
け
で
は

対
応
が
困
難
な
課
題
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、東
三
河
で
は
、消
防
通
信
指
令

事
務
や
企
業
誘
致
活
動
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
の
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
広
域
連
合
と
は

　

広
域
連
合
は
、多
様
化
す
る
広
域
行
政

需
要
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
平
成
７
年

に
始
ま
っ
た
制
度
で
す
。共
通
の
事
務
を
共

同
処
理
で
き
る
ほ
か
、国
や
県
か
ら
の
権
限

移
譲
の
受
け
皿
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
な

ど
、様
々
な
広
域
的
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
東
三
河
広
域
協
議
会
事
務
局（
豊
橋
市

役
所
政
策
企
画
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
１
８
０

▼
政
策
推
進
課
☎
23
局
３
５
０
７

❖
広
域
連
合
が
で
き
る
と・・・ 

　
【
一
体
的
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
】

・
広
域
観
光
や
産
業
振
興
施
策
の
実
施

・
広
域
防
災
の
推
進　

な
ど

　
【
質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
】

・
児
童
相
談
所
の
運
営　

な
ど

　
【
効
率
的
な
行
政
事
務
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
】

・
介
護
保
険
事
業
の
共
同
運
用

・
航
空
写
真
の
共
同
撮
影　

な
ど

▲ 8 市町村による消防通信指令事務

▲５市による合同企業誘致活動

東三河地域の８市町村
W

ide area union 
私
た
ち
の
暮
ら
す
東
三
河
地
域
は
、豊
川
の
流
れ
を
中
心
に
し
て
、古
く
か
ら一体
と
な
って

発
展
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
東
三
河
地
域
が
、将
来
に
わ
た
り
継
続
し
て
発
展
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
、よ
り
一層
の
連
携
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

1

東
三
河
は
ひ
と
つ
～
持
続
可
能
な
発
展
を
目
指
し
て
～

東
三
河
地
域
の
新
た
な
連
携
体
制
「
広
域
連
合
」
の
設
立
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

平成25 年5月1日 　  　　　　　　　　│ 4 │

東三河（８市町村）
　人口　765,687人
　面積　1,720㎢

愛知県
　人口　7,410,719人
　面積　5,165㎢

※出典：平成22年度国勢調査

田原市
人口64,119人

蒲郡市
人口82,249人

新城市
人口49,864人

東栄町
人口3,757人

豊根村
人口1,336人

設楽町
人口5,769人

豊橋市
人口376,665人

豊川市
人口181,928人

▲東三河のキャラクター
　「みのりん」



Corporate plan
2

総
合
計
画
改
定
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

み
ん
な
で『
幸
せ
』な
ま
ち
を
つ
く
ろ

う
！
～
田
原
市
の
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
が
は
じ
ま
り
ま
す
～
を
テ
ー
マ
と
し
て
、３

月
22
日（
金
）に
、田
原
市
総
合
計
画
改
定
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
平
成
25
年
４
月

か
ら
10
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
、
市
の

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
「
改
定
版
第
１
次
田

原
市
総
合
計
画
」
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り

の
ス
タ
ー
ト
を
記
念
し
、
開
催
し
た
も
の
で

す
。
最
初
に
林
副
市
長
か
ら
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
開
催
の
主
旨
説
明
と
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
市
民
と
行
政
が
一

緒
に
な
っ
て
計
画
を
作
り
上
げ
て
来
ら
れ
た

こ
と
に
対
し
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
く
講
演
会
で
は
、
慶
應
義
塾
大
学
総

合
政
策
学
部
の
玉
村
雅
敏
准
教
授
よ
り
、

市
民
幸
福
度
が
注
目

さ
れ
て
い
る
理
由
や
、

ど
の
よ
う
に
幸
福
感

の
高
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
の
か

な
ど
に
つ
い
て
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
市
内
で

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る

方
々
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、
活
動
の
紹
介

や
、
活
動
を
通
じ
て
生
ま
れ
る
幸
福
な
ど

に
つい
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
に
は
、会
場
の
装

花
を
担
当
し
た
花
男
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ

ン
バ
ー
ら
に
よ
る
、花
束
作
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
と
、花
束
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。受
け
取
っ
た
女
性
の
笑
顔
と
と
も

に
、「
小
さ
な
き
っ
か
け
か
ら
も『
幸
せ
』が

生
ま
れ
る
こ
と
、ま
た
、小
さ
な
幸
せ
を

多
く
生
み
出
す
取
り
組
み
が
集
ま
る
こ
と

で
、幸
福
感
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん

で
い
く
」こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

▼
政
策
推
進
課

☎
23
局
３
５
０
７　

23
局
０
６
６
９

～住みよいまちづくりを目指して～
地域活性化アドバイザーを派遣します

先進事例調査・研究事業の提案を
募集します

　住みよいまちづくり、地域の活性化の促進に向け、
自主的なまちづくり活動や地域産業の振興・活性化
に取り組むグループなどに対し、その活動の支援を
目的として地域活性化アドバイザーを派遣します。
　みなさんぜひご活用ください。

▷対象事業　　
・まちづくりに関する調査、研究および情報の発信
・地域活性化、商店街活性化など、まちの活性化
・農商工連携、６次産業化などによる産業の創出、
　農水産物のブランド化　ほか

▷派遣の回数　　
上限５回まで（同一団体が行う同一目的の事業）

▷申請手続き　
地域活性化アドバイザー派遣申請書を、政策推進課へ
提出

▷費用の負担　　
派遣に要する費用は市が負担（※予算の範囲内）

※詳しくは、政策推進課にお問い合わせください。

▶政策推進課☎ 23 局３５０７

　市民と行政が協働で実施する、国内先進地視察に
係る旅費を負担する﹃田原市先進事例調査・研究事
業﹄の提案募集を行います。
　詳細は、市ホームページまたは政策推進課でご
確認ください。

▷対象事業　　
市民と市職員のグループ（2 ～ 5 名程度）が、市の課
題解決の立案を目的として実施する国内先進地視察（原
則 1 泊 2 日以内）

▷対象経費　　
対象事業に係る旅費（上限 1 人当たり原則 4 万円）

▷申請手続き　
田原市先進事例調査・研究事業申請書を政策推進課へ
提出（様式は市ホームページからダウンロード可）

▷募集期間　　
平成 26 年１月 24 日（金）まで（※予算の範囲内）
※６月 28 日（金）までの応募は、７月上旬に選考予定
　（応募状況により、以降２カ月ごとに選考予定）

▶政策推進課☎ 23 局３５０７
　　　　　　　 http://www.city.tahara.aichi.jp/

│ 5 │　　　　　　　　　　平成25 年5月1日

▲講演会の様子

▲パネリストの皆さん



G
ender equality

3

男
性
も
女
性
も
協
力
し
合
い

誰
も
が
自
分
ら
し
く
輝
け
る
ま
ち
に

▪
パ
ン
フ
レ
ッ
ト「
男
女
が
共
に
支
え
合

い
、助
け
合
え
る
地
域
防
災
活
動
」

　

い
ざ
と
い
う
時
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
る

に
は
、男
女
が
協
力
し
て
地
域
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
こ
で
、男
女

が
共
に
助
け
合
う
防
災
活
動
の
ヒ
ン
ト
を

掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し

た
。こ
れ
は
、市
民
提
案
型
委
託
事
業
と
し

て
、市
民
活
動
団
体
が
受
託
し
、企
画
し
た

も
の
で
す
。パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◎
受
託・編
集
／
田
原
市
赤
十
字
奉
仕
団

◎　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

「
救
急・災
害
」→「
自
主
防
災
活
動
」

▪
田
原
市
の
男
女
共
同
参
画
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
の
意
識
を
広
く
啓
発

す
る
た
め
、市
民
意
見
に
よ
り
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
が
決
定
し
ま
し
た
。

【
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
コ
ン
セ
プ
ト
】

　

男
女
が
協
調
し
、手
と
手
を
取
り
合
っ
て

心
を
ひ
と
つ
に
す
る
様
子
を
表
し
て
い
ま

す
。性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
個
性

を
大
切
に
し
、ま
た
相
手
の
気
持
ち
を
理

解
し
て
、み
ん
な
で
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
市
民
協
働
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

kyoudou@
city.tahara.aichi.jp

M
unicipal info.

　

今
年
度
、ほ
ー
も
ん
講
座
の
内
容
を
見

直
し
、わ
か
り
や
す
く
、皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
ご
用
意
し
ま

し
た
。こ
こ
で
は
、新
し
く
企
画
し
た
講
座

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
広
報
秘
書
課

☎
22
局
０
１
３
８　

23
局
１
６
９
１

　

koho@
city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

　

市
の
業
務
や
制
度
、歴
史
・
文
化
な
ど
に

関
す
る
情
報
を
出
前
講
座「
市
政
ほ
ー
も

ん
講
座
」で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。市
内
の

団
体（
地
域
組
織
・
市
民
団
体
・
事
業
所
な

ど
）を
対
象
に
、市
役
所
の
職
員
が
皆
さ
ん

の
と
こ
ろ
に
お
伺
い
し
、お
話
し
ま
す
。

　

研
修
会
や
勉
強
会
な
ど
に
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

《
申
込
方
法
》

◦
対
象
＝
お
お
む
ね
10
人
以
上
の
市
内
の

団
体（
地
域
組
織
・
事
業
所
も
可
）

◦
開
催
場
所
＝
申
込
団
体
で
用
意

◦
開
催
日
時
＝
希
望
日（
土
・
日
曜
、祝
日

も
可
／
た
だ
し
午
前
９
時
～
午
後
10

時
）

◦
講
座
内
容
＝
申
込
書
に
掲
載

◦
申
し
込
み
＝
開
催
希
望
日
の
20
日
前
ま

で
に
、申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に

て
広
報
秘
書
課
へ
提
出

※
申
込
書
は
広
報
秘
書
課
、渥
美
支
所
、赤
羽
根

市
民
セ
ン
タ
ー
で
配
布
の
ほ
か
、各
校
区
の
市

民
館
に
も
設
置
し
て
い
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。　　

2
あ
な
た
の
地
域
へ　

市
政
情
報
を
お
届
け
！

市
政
ほ
ー
も
ん
講
座

4

講　座　名 講　座　内　容

みんなが幸せに暮らせるま
ちってどんなまち？（改定
版総合計画の概要）

平成 25 年４月から 10 年間を計画期
間とする改定版第１次田原市総合計
画を策定。改定に至った社会背景や
まちづくりの理念に「幸福」を位置
づけた理由、取り組み内容など概要
の紹介。

東三河はひとつ～広域連合
設立に向けて～

東三河の８市町村がさらに発展して
いくために新たな連携体制として設
立準備を進めている「広域連合」と
は何かを紹介。

お手軽３分フィットネスを
活用しよう！

広報たはらに掲載されている３分フ
ィットネスの実践と、運動の効果を
紹介。

※全講座一覧は、申込書に掲載しています。

▲田原市赤十字奉仕団が
　作成したパンフレット

平成25 年5月1日 　  　　　　　　　　│ 6 │

▲田原市の男女共同参画シンボルマーク



	

5
市
の
財
政
状
況
を
分
か
り
や
す
く

平
成
23
年
度
の
財
務
諸
表
を
公
表

市
の
財
政
状
況
を
理
解
し
や
す
く
お

知
ら
せ
す
る
た
め
、国
が
推
奨
す
る

「
新
地
方
公
会
計
制
度
基
準
モ
デ
ル
」に
基

づ
い
て
、市
や
土
地
開
発
公
社
、第
３
セ
ク

タ
ー
な
ど
の
関
連
６
団
体
を
含
め
た
連
結

ベ
ー
ス
で
財
政
状
況
を
表
し
た「
財
務
諸
表

４
表
」を
作
成
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、資

産
・
負
債
の
状
況
や
、現
金
支
出
以
外
の
コ

ス
ト
情
報
が
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

《
連
結
会
計
の
主
な
指
標
》

1
純
資
産
比
率
＝
84
・
1
％

　

＊
純
資
産
合
計
㋐
÷
総
資
産
合
計
㋑

　

総
資
産
の
う
ち
、返
済
義
務
の
な
い
資
産

の
割
合
を
示
す
。企
業
の
自
己
資
本
比
率
に
相

当
。高
い
ほ
ど
将
来
世
代
の
負
担
が
少
な
い
。

2
実
質
純
資
産
比
率
＝
52
・
2
％

　

＊（
純
資
産
㋐
ー
イ
ン
フ
ラ
資
産
㋒
）

　
　

÷（
総
資
産
㋑
ー
イ
ン
フ
ラ
資
産
㋒
）

　

経
済
的
取
引
に
な
じ
ま
な
い
道
路
や
河

川
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
資
産
を
価
値
ゼ
ロ
と
し

て
考
え
た
場
合
の
純
資
産
比
率
。財
務
体
質
評

価
の
も
っ
と
も
標
準
的
な
指
標
。

3
市
民
１
人
当
た
り
市
債
残
高
＝
58
・
8
万
円

　

＊
市
債
残
高（
Ⓐ
＋
Ⓑ
）÷
人
口（
65
・
９
千
人
）

　

貸
借
対
照
表
に
お
け
る
負
債
の
う
ち
、市
民

１
人
当
た
り
の
市
債
残
高
。

❖
貸
借
対
照
表
（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）

　

会
計
年
度
末
に
お
け
る
市
の
資
産
と
、そ

の
資
産
を
ど
の
よ
う
な
財
源
で
ま
か
な
っ
て

き
た
か
を
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
し
た
も
の

で
す
。左
側
に
資
産
を
示
し
、右
側
に
負
債

（
将
来
世
代
が
負
担
）お
よ
び
純
資
産（
現

在
ま
で
の
世
代
が
負
担
）を
示
し
て
い
ま
す
。

❖
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

　

市
の
経
常
的
な
活
動
に
伴
う
コ
ス
ト

と
、使
用
料
・
手
数
料
な
ど
の
収
入
を
示
す

も
の
で
す
。経
常
費
用
か
ら
経
常
収
益
を

差
し
引
い
た
も
の
が
、当
該
年
度
の
純
行

政
コ
ス
ト
と
な
り
ま
す
。

❖
純
資
産
変
動
計
算
書

　

純
資
産
が
、年
度
内
に
ど
の
よ
う
な
財

源
や
要
因
で
増
減
し
た
か
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
す
。

❖
資
金
収
支
計
算
書

　

現
金
の
流
れ
を
示
す
も
の
で
、収
支
を

性
質
に
応
じ
て
区
分
す
る
こ
と
で
、市
が

ど
の
よ
う
な
活
動
に
資
金
を
必
要
と
し
て

い
る
か
を
表
し
ま
す
。

▼
財
政
課
☎
27
局
８
６
０
１

資産の部 負債の部
１　資金・債権 １　流動負債
　（１）資金 49.9 　（１）翌年度償還予定市債 Ⓐ 36.3
　（２）債権（未収金など） 17.1 　（２）その他 7.9
２　有価証券・投資等 ２　固定負債
　（１）有価証券 0.8 　（１）市債 Ⓑ 350.9
　（２）出資金 1.6 　（２）退職手当引当金等 69.9
　（３）基金・積立金 151.3 　（３）その他 34.2
　（４）その他投資 0.2 負債合計 499.2
３　非金融資産 純資産の部
　（１）事業用資産（学校・庁舎など） 823.2 純資産合計 ㋐ 2640.3　（２）インフラ資産（道路・公園など）㋒ 2095.4

資産合計 ㋑ 3139.5 負債・純資産合計 3139.5

経常費用 ① 402.7
１　人にかかるコスト
　人件費、退職手当・賞与引当金 70.9
２　物にかかるコスト
　（１）物件費・経費 75.2
　（２）減価償却費 28.5
　（３）維持補修費 7.3
３　移転支出的なコスト
　（１）補助金等 121.6
　（２）社会保障関係費等 30.5
　（３）その他の移転支出 57.1
４　その他のコスト
　       公債費（利払）等 11.6
経常収益（使用料・手数料など）② 29.7

純行政コスト ①ー② 373.0

内訳
期首純資産残高 2669.2

減少要因
　純行政コスト － 373.0
　その他の減少費用 － 64.6
増加要因
　税収 157.4
　社会保険料 37.7
　移転収入（国・県補助金など） 189.9
　その他の財源調達 23.7

期末純資産残高 2640.3

内訳
期首資金残高 ① 42.9

１　経常的収支
　税収、国・県補助金など 51.0
２　資本的収支
　上下水道・学校等整備費など － 17.3
３　財務的収支
　公債費など － 26.7

当期収支 ② 7.0
期末資金残高 ①＋② 49.9

▪貸借対照表

▪行政コスト計算書▪純資産変動計算書▪資金収支計算書

（注）記載金額は表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合
があります。

金額（億円） 金額（億円） 金額（億円）

金額（億円） 金額（億円）

│ 7 │　　　　　　　　　　平成25 年5月1日



3

4

たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

［
功
労
賞
」

▼
文
化
の
振
興
に
貢
献

林
和か
ず
ひ
こ彦
さ
ん（
田
原
町
）／
本
多
智ち

え

こ
映
子
さ
ん（
田
原

町
）

▼
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献

林
敏と
し
こ子
さ
ん（
福
江
町
）／
鈴
木
文ふ
み
お雄
さ
ん（
大
久
保

町
）／
清
田
育や
す
ひ
ろ宏
さ
ん（
西
山
町
）

▼
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

北
山
郁い
く
こ子
さ
ん（
江
比
間
町
）／
田
中
茂し
げ
よ代
さ
ん（
浦

町
）／
彦
坂
伸の
ぶ
あ
き明
さ
ん（
江
比
間
町
）

▼
社
会
教
育
の
振
興
に
貢
献

う
し
の
け
山
を
愛
す
る
会
代
表　

山
本
喜き
い
ち
ろ
う

一
郎
さ
ん

（
亀
山
町
）

［
殊
勲
賞
」

▼
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
愛
知
県
予
選
会

「
女
子
走
高
跳
」優
勝
／
成
田
朱あ
や
か花
さ
ん（
神
戸
町
）

▼
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
愛
知
県
予
選
会

「
女
子
走
幅
跳
」優
勝
／
平
松
琴こ
と
み美
さ
ん（
光
崎
）

▼
全
国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会（
愛
知
県

代
表
）６
位
／
伊
藤
早さ

き紀
さ
ん（
越
戸
町
）

▼
都
道
府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
愛
知
県
代
表
）３
位
／
富
田
愛あ
い
り理
さ
ん（
田
原
町
）

▼
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会「
１
万
ｍ
」 
３
位
／
全

日
本
実
業
団
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン 

優
勝
／
全
国
都
道
府

　

田
原
市
社
会
教
育
表
彰
が
市
役
所
講
堂
で
行
わ

れ
、社
会
教
育
や
文
化
、ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献

さ
れ
た
８
名
・
１
団
体
の
方
に
功
労
賞
が
、大
会
な

ど
で
活
躍
さ
れ
た
７
名
・
２
団
体
の
方
に
殊
勲
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
氏
名
順
不
同
）

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
で

活
躍
・
貢
献

３
月
29
日［
金
］

▲表彰を受けられた皆さん

県
対
抗
男
子
駅
伝
競
走
大
会（
愛
知
県
代
表
）３
位
／
宮

脇
千ち
ひ
ろ博
さ
ん（
緑
が
浜
）

▼
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

「
５
０
０
０
ｍ
」８
位
／
松
本
賢け
ん
た太
さ
ん（
緑
が
浜
）

▼
全
日
本
実
業
団
対
抗
陸
上
競
技
大
会「
５
０
０
０
ｍ
」 

８
位
／
大
石
港み
な
と与
さ
ん（
緑
が
浜
）

▼
全
日
本
実
業
団
駅
伝 

８
位
／
ト
ヨ
タ
自
動
車
株

式
会
社
陸
上
長
距
離
部　

宮
脇
千ち
ひ
ろ博
さ
ん
、ジ
ョ
ン
・

ツ
ォ
ー
さ
ん
、高
林
祐ゆ
う
す
け介
さ
ん
、外
丸
和か
ず
き輝
さ
ん
、大
石

港み
な
と与
さ
ん
、井
上
翔し
ょ
う
た太
さ
ん
、尾
田
賢よ
し
の
り典
さ
ん（
全
員
、緑

が
浜
）

▼
愛
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会 

優
勝
／
愛
知

駅
伝
田
原
市
チ
ー
ム　

伊
藤
早さ

き紀
さ
ん（
越
戸
町
）、川

口
桃も
も
か佳
さ
ん（
小
中
山
町
）、河
合
祐ゆ
う
や哉
さ
ん（
西
神
戸

町
）、眞
田
龍り
ゅ
う
い
ち
一
さ
ん（
野
田
町
）、夏
目
勝か
つ
や也
さ
ん（
赤
羽

根
町
）、扇
英ひ
で
き樹
さ
ん（
豊
島
町
）、平
松
琴こ
と
み美
さ
ん（
光

崎
）、鈴
木
陽ひ
な
た向
さ
ん（
東
赤
石
）、伊
藤
哲て
つ
や矢
さ
ん（
や
ぐ

ま
台
）、森
下
滉こ
う
た太
さ
ん（
小
中
山
町
）、柴
田
大だ
い
ち地
さ
ん

（
波
瀬
町
）、吉
居
大た
い
よ
う耀
さ
ん（
大
草
町
）、馬
場
麻ま

み

こ
美
子
さ

ん（
豊
田
市
）、森
下
琴こ
と
え絵
さ
ん（
小
中
山
町
）、清
田
真ま

お央

さ
ん（
浜
松
市
）、夏
目
映あ
き

さ
ん（
赤
羽
根
町
）、松
原
健け
ん
た太

さ
ん（
緑
が
浜
）、井
上
翔し
ょ
う
た太
さ
ん（
緑
が
浜
）、斉
藤
正ま
さ
や
す保

さ
ん（
若
見
町
）、森
下
田た

か

じ
嘉
治
さ
ん（
小
中
山
町
）、伊
藤

朝あ
さ
い
ち一
さ
ん（
田
原
町
）、伊
藤
昌よ
し
の
り典
さ
ん（
江
比
間
町
）、川

井
美み

つ

こ
津
子
さ
ん（
吉
胡
町
）
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▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
対
象
＝
パ
ソ
コ

ン
（
エ
ク
セ
ル
、
ワ
ー
ド
）
が
扱
え
る
方

▼
採
用
期
間
＝
６
月
21
日
～
12
月
20
日　

▼
勤
務
場
所
＝
田
原
市
役
所　

▼
勤
務
内

容
＝
地
図
作
成
、
デ
ー
タ
入
力
な
ど

▼
勤
務
形
態
＝
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分　

▼
賃

金
＝
時
給
８
３
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面

接
（
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申
し
込
み

＝
５
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
防
災
対
策
課

に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
提
出
／
郵
送
の
場
合
は
締
切
日
必
着

▼
防
災
対
策
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
４
８　

23
局
０
１
８
０

　
「
自
分
の
家
族
は
自
分
で
守
る
。
自
分

の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
を
実
践
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま

す
。
防
災
・
減
災
活
動
で
活
躍
し
て
い
る

方
や
興
味
の
あ
る
方
な
ど
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
で
、
全
４
回
受
講
可

能
な
方　

▼
期
日
／
内
容
＝
表
の
と
お
り

▼
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
４
時　

▼
場

所
＝
田
原
文
化
会
館　

▼
定
員
＝
２
０
０

　

行
政
相
談
委
員
に
総
務
大
臣
か
ら
本
田

則
子
さ
ん（
高
松
町
）、宮
本
孝
子
さ
ん（
福

江
町
）
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
井
克
志
さ
ん
（
神
戸
町
）
が

再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
25
年

４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で

の
２
年
間
で
す
。

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６　

23
局
０
１
８
０

名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
５
月
31
日（
金
）ま
で
に
直

接
ま
た
は
電
話
に
て　

▼
そ
の
他
＝
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
た
方
に
、修
了
証
書

を
授
与

▼
防
災
対
策
課

☎
23
局
３
５
４
８　

23
局
０
１
８
０

行
政
相
談
委
員

田
原
市
臨
時
職
員（
防
災
対
策
課
）

期日 内容

6／8土

「田原市の防災対策について」
講師＝田原市消防本部防災対策課長

「東日本大震災を経験して学んだこと」
講師＝釜石市危機管理監　猪又 博史氏

7／6土

「渥美半島の過去の地震・津波防災
～地形・地質との関わり合いから読み取る～」
講師＝和地小学校　校長　藤城 信幸氏

「地震・津波に備える」
講師＝海上保安庁第四管区

11／30土

「阪神淡路大震災
～兵庫県立淡路病院からのメッセージ～」
講師＝神戸百年記念病院
        循環器医長　水谷 和郎氏

「3.11　緊急消防援助隊として見た災害現場の現状」
講師＝田原市消防署員 （震災当時　迅速出動隊隊長）

H26／3／2日

「自主防災活動推進地区活動事例発表」
発表者＝市内自主防災活動推進地区

「野島断層からのメッセージ
～震災といのち・人とのつながり～」
講師＝野島断層保存館 副館長　米山 正幸氏

※内容は変更する場合があります。

■田原市防災カレッジ
田
原
市
防
災
カ
レ
ッ
ジ 

受
講
生
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家
庭
に
お
け
る
介

護
の
知
識
と
技
術
を

身
に
つ
け
ま
す
。

▼
対
象
＝
介
護
・
福

祉
に
関
心
が
あ
る
方

▼
期
日
／
内
容
＝
【
６
月
７
日
（
金
）】

家
庭
内
で
高
齢
者
の
安
全
を
守
る
た
め
に

【
６
月
11
日
（
火
）】
高
齢
者
が
薬
・
健
康

食
品
と
上
手
に
つ
き
あ
う
た
め
に　

▼
時

間
＝
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分　

▼
場
所
＝
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド　

▼
定
員
＝
20
名（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝

無
料　

▼
申
し
込
み
＝
５
月
29
日（
水
）ま

で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ

の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

明
記
）

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

　

田
原
市
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
が
主

催
す
る
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
コ
ン
テ
ス
ト

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
者
に
は
苗
を
配
布
し
ま
す
。
９
月

中
旬
に
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
で
開
催
さ

れ
る
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
育
て
た
カ
ボ
チ
ャ

の
重
さ
を
競
い
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年
の
最
も
大
き
な
カ
ボ
チ
ャ
は
80
・
０

㎏
で
し
た
。

▼
申
し
込
み
＝
５
月
14
日
（
火
）
ま
で
に

電
話
に
て　

▼
苗
の
配
布
日
時
＝
５
月
15

日
（
水
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

▼
配

布
場
所
＝
田
原
農
業
改
良
普
及
課
（
田
原

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）　

▼
定
員
＝
30

名
（
先
着
順
）
▼
配
布
本
数
＝
２
本　

▼
参
加
費
＝
無
料　

▼
そ
の
他
＝
栽
培
に

は
１
株
に
つ
き
50
㎡
（
例
：
縦
７
ｍ
×
横

７
ｍ
）
以
上
の
面
積
が
必
要

▼
田
原
農
業
改
良
普
及
課

☎
22
局
０
３
８
１

　

田
原
市
な
ら

で
は
の
魅
力
を

観
光
客
に
伝
え

る
「
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
」
を
育
成
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を

開
設
し
ま
す
。

▼
開
催
日
＝
６
月
～
平
成
26
年
２
月
の
期

間
で
全
５
回　

▼
場
所
＝
渥
美
支
所
会
議

室
ほ
か　

▼
内
容
＝
田
原
市
な
ら
で
は
の

魅
力
を
知
る
講
師
を
招
き
、
講
義
と
現
地

案
内
レ
ッ
ス
ン　

▼
定
員
＝
30
名
（
先
着

順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み

＝
６
月
13
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

※
申
込
者
に
は
、
主
催
者
か
ら
詳
し
い
開

催
案
内
と
ガ
イ
ド
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
お
送
り

し
ま
す
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２　

22
局
３
８
１
７

　

syoko@
city.tahara.aichi.jp

◉大会日時　　9月8日日　午前9時～午後3時30分
◉大会コース　伊良湖町ほか
◉応募資格　　市内在住・在勤・在学の15歳以上の方
◉募集人員　　800名
◉活動日時　　9月8日日　午前７時～午後4時30分ごろ

※活動内容や場所によって活動時間が異なります。

◉活動内容　　コース（沿道）の整理、エードステーション業務など
◉支給物品　　Ｔシャツ、帽子、おにぎり・お茶
◉募集期間　　6月28日㊎まで（必着）
◉応募方法　　申込用紙に必要事項を記入のうえ、持参

または郵送・ＦＡＸ・Eメールにて（申込
用紙は、商工観光課で配布するほか市
ホームページからダウンロード可）

◉そ の 他　　８月に事前説明会を開催／当日は主催者でボランティア保険に加入

▶トライアスロン伊良湖大会運営事務局（NPO法人With）
〒441-3613　田原市古田町岡ノ越6-4（田原市役所渥美支所2階）
☎36局6882　　36局4694
 　mspo-with@tees.jp 　　http：//www.city.tahara.aichi.jp/

2013トライアスロン伊良湖大会

市民ボランティア募集！
　全国からトライアスリートが集結し、熱いレースを繰り広げるトライアス
ロン伊良湖大会。地域が一体となって大会を盛り上げるため、市民ボランティ
アを募集します。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
育
成

セ
ミ
ナ
ー　

受
講
生

ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
コ
ン
テ
ス
ト

参
加
者

家
庭
介
護
の
た
め
の

ハ
ー
ト
フ
ル
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生

▲観光ボランティア
　ガイドマニュアル

平成25 年5月1日 　  　　　　　　　　│ 10 │



▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方　

▼
コ
ー
ス
／
期
日
／
時
間
／
受
講

料
＝
表
の
と
お
り
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実

費
負
担
）　

▼
場
所
＝
情
報
セ
ン
タ
ー
メ

デ
ィ
ア
研
修
室
（
田
原
文
化
会
館
２
階
）

▼
定
員
＝
各
20
名
／i

ア
イ
パ
ッ
ド

Pad

体
験
は
10
名

（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は

電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年

月
日
・
希
望
コ
ー
ス
・
テ
キ
ス
ト
希
望
の

有
無
を
明
記
）　

▼
そ
の
他
＝
受
講
中
・

申
し
込
み
中
の
コ
ー
ス
を
含
め
、
同
時
に

２
コ
ー
ス
ま
で
申
し
込
み
可　

※
休
館
日

＝
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０　

23
局
２
８
０
８

　

jyosys@
city.tahara.aichi.jp

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
“
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
”
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
、
成
人
の
週
１

回
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
を
50
％
に
す
る
こ

と
を
目
標
と
す
る
「
な
の
は
な
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」が
、３
月
末
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
か
ら
、
新
た
に
メ
ニ
ュ
ー
が
加
わ

り
ま
し
た
。無
料
体
験
も
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▪
は
じ
め
て
の
空
手
教
室

▼
対
象
＝
幼
児
～
一
般　

▼
日
時
＝
毎
週

水
曜
日
／
午
後
６
時
30
分
～
８
時　

▼
場

所
＝
福
江
中
学
校
武
道
場　

▼
定
員
＝
25

名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
１
０
０
０

円
／
月　

▼
申
し
込
み
＝
運
動
の
で
き
る

服
装
で
、
直
接
会
場
に
て

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
追
加
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
な
の
は
な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎
22
局
６
０
６
３　

22
局
６
４
５
５

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム（
内
臓
脂
肪

症
候
群
）を
予

防
す
る
た
め
の
健
診
が
始
ま
り
ま
す
。
対

象
の
方
に
は
、
受
診
券
を
５
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
年
に

一
度
は
健
診
を
受
け
、
自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
機
会
に
自
分
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
＝
【
特
定
健
診
】
40
歳
～
74
歳
の

方
【
後
期
高
齢
者
健
診
】
75
歳
以
上
の
方

（
一
定
の
障
害
が
あ
る
方
は
65
歳
以
上
）　

▼
持
ち
物
＝
受
診
券（
特
定
健
診
は
黄
色
、

後
期
高
齢
者
健
診
は
桃
色
）、
保
険
証　

▼
費
用
＝
自
己
負
担
分
は
無
料　

▼
場
所

＝
市
内
指
定
医
療
機
関　

▼
期
間
＝
12
月

31
日
ま
で
の
診
療
時
間
内　

▼
そ
の
他
＝

健
診
は
空
腹
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９
（
特
定
健
診
）

☎
23
局
３
５
１
４
（
後
期
高
齢
者
健
診
）

▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も（
小
学
校
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）　

▼
日
時
／
講
座

名
／
内
容
／
参
加
料
＝
表
の
と
お
り　

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込

み
＝
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
は
、
講
座
名
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
明
記
）　

▼
そ
の
他
＝

「
ほ
の
国
こ
ど
も
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
提
示

で
、
小
・
中
学
生
の
入
館
料
が
無
料

▼
吉
胡
貝
塚
資
料
館

☎
22
局
８
０
６
０　

22
局
８
０
７
０

　

yoshigo@
city.tahara.aichi.jp

■吉胡貝塚資料館　夏の体験講座
日時 講座名 内容 参加料

6／9日
12：30～16：00

縄文コースター
づくり

アンギンという縄文
時代からある編み方
でコースターを作り
ます。

300円

6／22土
9：30～15：30

本格派
貝のアクセサリー

海岸で貝を拾い、オ
リジナル貝アクセサ
リーを作ります。

200円

吉
胡
貝
塚
資
料
館

夏
の
体
験
講
座　

参
加
者

パ
ソ
コ
ン
教
室　

受
講
生

■パソコン教室
コース 期日 時間 受講料

iPad体験 6／14金
13:30～15:30

無料
はじめての方の
パソコン入門

6／2日・9日
16日・23日

はじめての
インターネット
電子メール

6／12水・14金
　9:30～11:30

ワード初級 6／2日・9日
16日・23日　 1,000円

※パソコンの環境　OS：Windows Vista
使用ソフト：Internet Explorer9、Microsoft Word2007、Excel2007
iPadは市側で用意します。

は
じ
め
て
の
空
手
教
室 

参
加
者

６
月
か
ら「
特
定
健
診
」「
後
期
高

齢
者
健
診
」が
始
ま
り
ま
す
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田
原
市
で
は
、
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
と
し
て
、
一
般
家
庭
や
事

業
者
な
ら
び
に
公
共
施
設
に
お
け
る
緑
の

カ
ー
テ
ン
の
設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
て
い

た
だ
け
る
方
に
ゴ
ー
ヤ
の
種
を
無
料
で
配

布
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
家
庭
や
職
場
で
緑
の

カ
ー
テ
ン
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
で
、「
た

は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
」
に
登
録
し

て
い
る
方
（
窓
口
で
の
登
録
も
可
）　

▼
配
布
数
＝
２
０
０
袋
（
先
着
順
）
／
た

だ
し
、
１
名
１
袋
ま
で　

▼
配
布
方
法
＝

５
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
エ
コ
エ
ネ
推
進

課
に
て

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
課

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

　

次
の
表
の
と
お
り
、
各
手
当
の
支
給
額

な
ど
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　　

ま
た
、
次
の
表
の
と
お
り
、
各
手
当
の

支
給
額
な
ど
が
改
正
さ
れ
ま
す
。
※
手
当

支
給
額
は
６
月
中
旬
ご
ろ
、
個
別
に
通
知

文
を
お
送
り
し
ま
す
。

▼
地
域
福
祉
課

☎
23
局
３
６
７
９　

23
局
３
５
４
５

　

次
の
表
の
と
お
り
、
制
度
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
次
の
表
の
と
お
り
、
制
度
が
改

正
さ
れ
ま
す
。
※
主
な
内
容
の
み
掲
載

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23
局
３
５
１
３　

23
局
３
５
４
５

緑
の
カ
ー
テ
ン
用
の

ゴ
ー
ヤ
の
種
を
無
料
配
布

障
害
者
手
当
な
ど
の

制
度
が
一
部
改
正

■愛知県在宅重度障害者手当
区分 月額

改正前 4／1 ～
1種 16,100円 15,500円
2種 7,000円 6,750円

平成25年 4 月から、受給者が病院などに 3カ月
継続して入院した場合、資格喪失となりますので
手続きをしてください。退院された場合は、申請
手続きを行えば、手当を受給することができます。
※平成 25年 3 月31日以前から引き続き入院して
いる方は、平成 25年７月２日の時点で受給資格
を喪失します。

■障害児福祉手当・経過的福祉手当
区分 月額

改正前 4／1 ～
A種 21,440円 21,180円
B種 15,440円 15,430円
C種 14,280円 14,280円

■特別障害者手当
区分 月額

改正前 4／1 ～
A種 33,350円 33,110円
B種 27,350円 27,310円
C種 26,260円 26,260円

■田原市障害者手当（身体障害者手帳）

区分 月額
改正前 8／1 ～

1級 6,000円 4,500円

2級 5,000円 3,500円

3級 4,000円 2,500円

4級 1,200円 1,500円

5級 1,000円 1,000円

6級 800円 1,000円

■田原市障害者手当（療育手帳）

区分 月額
改正前 8／1 ～

A判定 6,000円 4,500円
B判定 1,500円 2,500円
C判定 1,000円 1,000円

■田原市障害者手当（精神障害者保健福祉手帳）

区分 月額
改正前 8／1 ～

1級 6,000円 4,500円
2級 2,000円 2,500円
3級 1,000円 1,000円

愛
知
県
遺
児
手
当
・田
原
市
遺
児

手
当
制
度
が
一
部
改
正

■愛知県遺児手当
改正点 改正前 4／1 ～

支給月額

（児童１人当たり）
【支給開始～３年目】

　4,500円
【4年目～5年目】

2,250円

（児童１人当たり）
【支給開始～３年目】

　4,350円
【4年目～5年目】

2,175円
※全受給者が対象

支給対象 公的年金受給者を含む。

公的年金受給者を除く。
※平成25年3月31日以前の
認定者で、引き続き手当を
受給中の方は、公的年金受
給者であっても 5 年の期間
満了まで支給

■田原市遺児手当
改正点 改正前 8／1 ～

支給月額（児童１人当たり）
　5,000円

（児童１人当たり）
　2,500円

認定の
取り消し －

現況届の提出が2 年
間ない場合は、認定の
取り消しを実施する。
※ 平成23年 度 以 前 の
現 況 届 の 提 出 が な い
方は、7 月 31 日に認
定の取り消しを行いま
す。
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便
は
が
き
」
を
無
料
配
布
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
１
級
・
２
級
の
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
Ａ
判
定
も
し
く
は
１
度
・
２
度

の
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方　

▼
枚
数
＝

１
人
20
枚　

▼
申
し
込
み
＝
５
月
31
日

（
金
）
ま
で
に
、
お
近
く
の
郵
便
局
で
対

象
と
な
る
手
帳
を
提
示
し
、
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
手
帳
の
種
類
・
番
号
・
等
級

を
記
載
の
う
え
郵
送

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
日
本
郵
便
株
式
会
社　

田
原
郵
便
局

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
９　

住
所
不
要
）

☎
22
局
２
６
０
３

器
系
の
生
活
習
慣
病
を
発
症
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
喫
煙
者
本
人
だ
け
で
な

く
、
吸
わ
な
い
人
も
「
受
動
喫
煙
」
の
被

害
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。

　

自
分
の
健
康
づ
く
り
や
大
切
な
人
の
た

め
、
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
禁
煙
に
挑

戦
し
ま
し
ょ
う
。

▼
健
康
課

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

　

日
本
郵
便
株
式
会
社
で
は
、「
通
常
郵

　

田
原
市
で
は
、
現
在
、
所
定
の
基
準
を

満
た
す
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
木
造
住
宅

の
所
有
者
に
、
最
大
１
３
０
万
円
を
補
助

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
、
耐
震
改
修

促
進
の
た
め
、
30
万
円
が
期
間
限
定
で
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
耐

震
改
修
工
事
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

▼
予
定
募
集
戸
数
＝
30
戸
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝
５
月
15
日
（
水
）
～
８
月

30
日
（
金
）
の
期
間
に
建
築
課
に
あ
る
申

込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

直
接
提
出

▼
建
築
課

☎
23
局
３
５
２
６　

22
局
３
８
１
１

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

▼
試
験
日
＝
７
月
14
日
（
日
）　

▼
場
所

＝
名
古
屋
市
内　

▼
種
類
＝
甲
種
、
乙
種

全
類
、
丙
種　

▼
申
し
込
み
＝
①
６
月
３

日
（
月
）
～
12
日
（
水
）
の
期
間
に
市
役

所
消
防
課
ま
た
は
消
防
署
・
各
分
署
に
あ

る
受
験
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

郵
送
②
５
月
31
日
（
金
）
午
前
９
時
～
６

月
９
日
（
日
）
午
後
５
時
の
期
間
に
㈶
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.shoubo-shiken.or.jp/

）

に
て　

▼
そ
の
他
＝
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
事

前
講
習
会
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
消
防
課　

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

　

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
で
は
、
毎

年
５
月
31
日
を
「
世
界
禁
煙
デ
ー
」
と
定

め
、
厚
生
労
働
省
は
、
５
月
31
日
～
６
月

６
日
の
１
週
間
を
「
禁
煙
週
間
」
と
し
て

い
ま
す
。

　

喫
煙
を
続

け
る
と
、
が

ん
や
心
臓
病

な
ど
の
循
環

田原を美しくする
推進デー
◉６月２日（日）／雨天決行
※地区によっては、実施日が異なる場合があります。時間・集合場所
などは、各地区でご確認ください。

道路や公園など公共的な場所に捨てられているごみを拾
い、清潔で魅力ある地域の創造を目指します。「きれい
な街は、みんなの手で !!」を合言葉に、皆さんぜひご参
加ください。

拾い方
６分別で拾ってください。
・アルミ缶＝白袋
・スチール缶＝青袋
・ビン＝白袋
・ペットボトル＝青袋
・もやせるごみ＝市指定袋
・もやせないごみ＝市指定袋

▶田原を美しくする会事務局
　（清掃管理課内）☎２３局３５３８

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

耐
震
改
修
工
事
の
補
助
金
が

上
乗
せ
さ
れ
ま
す

今まで

30万円
UP!

8月30日（金）までの
申し込みに限り！

自己負担

補助金
最大130万円

自己負担

自己負担

補助金
最大130万円

上乗せ補助
30万円

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

青
い
鳥
郵
便
は
が
き

│ 13 │　　　　　　　　　　平成25 年5月1日



　

な
お
、
事
業
実
施
に
お
い
て
は
細
心
の

注
意
を
払
い
ま
す
が
、
万
が
一
、
こ
の
薬

剤
散
布
に
よ
り
体
調
を
崩
さ
れ
た
場
合

は
、
農
政
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
日
時
＝
５
月
28
日
（
火
）
午
前
５

時
～
10
時
ご
ろ　

※
雨
天
、
強
風
な
ど
の

場
合
は
延
期　

▼
散
布
区
域
＝
西
ノ
浜
一

帯
の
森
林
（
区
域
に
は
境
界
標
識
を
設
置

し
ま
す
）

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

　

平
成
27
年
5
月
ま
で
の
期
間
、
初
立
池

の
耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま
す
。
期
間
中

は
、
初
立
池
公
園
の
一
部
が
使
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
８　

22
局
３
８
１
７

▼
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
豊
川
用
水

総
合
事
業
部　

田
原
支
所
工
事
課

☎
45
局
４
９
１
１

豊
か
な
人
間

性
と
創
造
力

に
満
ち
た
明

日
の
農
業
を

担
う
人
材
を

育
成
、
確
保

す
る
施
策
の

取
り
組
み
に
対
し
、
そ
の
実
施
に
必
要
と

な
る
事
業
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
方
で
、
次
の
い
ず

れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方
①
農
業
生
産
に

携
わ
る
農
業
者
な
ど
の
３
名
以
上
で
計
画

し
た
研
修
事
業
を
行
う
方
②
農
業
の
後
継

者
育
成
事
業
に
つ
い
て
、
担
い
手
育
成
支

援
事
業
計
画
の
提
案
事
業
を
行
う
方

▼
対
象
事
業
＝
農
業
者
の
担
い
手
づ
く
り

施
策
の
取
り
組
み
の
提
案
に
対
し
、
地
域

農
業
に
寄
与
す
る
と
さ
れ
る
提
案
事
業
を

審
査
し
、
そ
の
実
施
に
必
要
と
な
る
事
業

▼
補
助
額
＝
提
案
事
業
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
上
限
額
30
万
円
）

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

　

松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
を
防
ぎ
、
森
林

の
保
護
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
次

の
と
お
り
薬
剤
の
空
中
散
布
を
実
施
し
ま

す
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
経
営
所

得
安
定
対
策
の
対

象
と
な
る
作
物

（
米
、
飼
料
用
米
、

麦
、
大
豆
、
飼
料

作
物
［
水
田
作
］、

野
菜
［
水
田
作
］

米
粉
用
米
、
な
た
ね
な
ど
）
を
生
産
数
量

目
標
に
従
っ
て
生
産
す
る
販
売
農
家
の
方

▼
期
日
／
場
所
＝
表
の
と
お
り　

▼
受
付

時
間
＝
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
内
容
＝
交
付
申
請
書
な
ど
申
請
に
必
要

な
書
類
の
受
付
（
印
鑑
、
交
付
金
振
込
先

の
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

　

平
成
25
年
度
に
実
施
さ
れ
る
環
境
保
全

型
農
業
直
接
支
援
対
策
の
交
付
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
化
学
肥
料
・
化
学
合
成
農
薬

を
原
則
５
割
以
上
低
減
す
る
取
り
組
み
と

セ
ッ
ト
で
、
次
の
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど

に
効
果
の
高
い
営
農
活
動
に
取
り
組
む
販

売
農
家　

▼
対
象
と
な
る
取
り
組
み
＝
カ

バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
（
緑
肥
な
ど
）
の
作
付
け
、

堆
肥
の
施
用
、
有
機
農
業
な
ど　

▼
申
請

＝
６
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
市
役
所
農
政

課
ま
た
は
営
農
支
援
課
（
田
原
農
業
支
援

セ
ン
タ
ー
内
）に
て　

▼
そ
の
他
＝
印
鑑
、

交
付
金
の
振
込
先
口
座
が
分
か
る
も
の
を

お
持
ち
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.m

aff.go.jp/j/seisan/
kankyo/hozen_type/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
農
政
課　

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

　

農
業
者
の
担
い
手
づ
く
り
を
展
望
し
、

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援
対
策

交
付
申
請
の
受
付

経
営
所
得
安
定
対
策　

加
入
申
請
受
付
会

農
業
者
担
い
手
育
成
支
援

補
助
金
制
度

期日 場所

6／3月 渥美支所 ４０１会議室

6／5水 田原市役所 大会議室

6／7金

赤羽根市民センター 第一委員会室

6／17月

■経営所得安定対策加入申請受付会

松
く
い
虫
か
ら
松
を
守
る

薬
剤
散
布
に
ご
協
力
を

初
立
池
の
耐
震
補
強
工
事
を

行
い
ま
す
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は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
３
５　

22
局
３
８
１
１

　

田
原
市
で
は
、
土
地
の

秩
序
あ
る
利
用
と
保
全

を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、「
田
原
市
土
地
開

発
行
為
に
関
す
る
指
導
要

綱
」
を
定
め
て
い
ま
す
。
市
内
で
開
発
行

為
を
行
う
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
市
と

の
協
議
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▪
開
発
行
為
と
は

　

住
宅
用
地
、
工
場
用
地
、
ゴ
ル
フ
場
用

地
な
ど
の
造
成
、
土
石
の
採
取
、
鉱
物
の

採
掘
、
水
面
の
埋
立
て
ま
た
は
干
拓
、
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

、
廃
棄
物
の
埋
立
て
、
そ
の
ほ
か
土
地

の
区
画
形
質
の
変
更
を
指
し
ま
す
。

▪
面
積
要
件
は

◦
対
象
と
な
る
の
は
、
開
発
区
域
の
面
積

が
３
０
０
０
㎡
以
上
１
万
㎡
未
満
の
開

発
行
為
で
す
。

◦
１
万
㎡
以
上
の
場
合
は
、「
愛
知
県
土

地
開
発
行
為
に
関
す
る
指
導
要
綱
」
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
３
５　

22
局
３
８
１
１

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行
う
場

合
に
は
、
面
積
な
ど
に
応
じ
て
契
約
前
ま

た
は
契
約
後
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

▪
契
約
前
に
必
要
な
届
出

　
「
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
く
も
の
で
、
公
有
地
の
先
行

取
得
を
目
的
と
し
た
届
出
で
す
。

▼
対
象
＝
市
街
化
区
域
内
に
属
す
る

５
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
の
取
引　

▼
届

出
す
る
人
＝
土
地
を
譲
り
渡
そ
う
と
す
る

人　

▼
届
出
時
期
＝
土
地
売
買
契
約
を
行

う
前
（
一
定
期
間
契
約
行
為
が
制
限
さ
れ

ま
す
）

▪
契
約
後
に
必
要
な
届
出

　
「
国
土
利
用
計
画
法
」
に
基
づ
く
も
の

で
、
地
価
の
高
騰
な
ど
を
抑
え
、
土
地
の

適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
の
促
進
を
目
的

と
し
た
届
出
で
す
。

▼
対
象
＝
市
街
化
区
域
に
属
す
る

２
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
ま
た
は
市
街
化

調
整
区
域
に
属
す
る
５
０
０
０
㎡
以
上
の

土
地
の
取
引　

▼
届
出
す
る
人
＝
土
地
を

譲
り
受
け
た
人　

▼
届
出
時
期
＝
土
地
売

買
契
約
後
２
週
間
以
内

※
ど
ち
ら
の
届
出
も
、
ま
と
ま
っ
た
一
体

的
な
土
地
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く

便利な土曜日の時間外窓口をご利用ください。
また、電話予約による証明書の時間外交付は下記をご覧ください。

▼ 市民課 ☎２３局３５１１

▼ 税務課 ☎２３局３５０９

▼ 渥美支所市民生活課
　　　　 ☎３３局１１１２

開設日時 毎週土曜日（年末年始を除く）
午前８時30分～午後０時30分

取扱業務

◦各種証明書の交付
　住民票の写し、印鑑登録証明書、
　戸（除）籍謄抄本
◦印鑑登録
◦戸籍届出受領

市役所時間外窓口を開設しています
▪時間外窓口　市民課（南庁舎１階）

◦お問い合わせ◦

◉電話予約による証明書の時間外交付について
　事前（できるだけ当日または前日）に下記時間帯に電話で予約するこ
とにより、平日の時間外や土・日曜日、祝日に、各種証明書を受け取るこ
とができます。ぜひご利用ください。
交付できる証明書など

▲ 市民課＝住民票の写し、印鑑登録証明書（予約時に登録証の番号を
お聞きします）

▲ 税務課＝納税証明書、所得証明書、課税証明書、評価証明書、公課
証明書、所有証明書、家屋課税証明書、無資産証明書、名寄帳

▲ 渥美支所市民生活課＝住民票の写し、印鑑登録証明書、納税証明
書、所得証明書、課税証明書、評価証明書、公課証明書、所有証
明書、無資産証明書、名寄帳

電話予約・受け取りができる方

▲ 住民票の写し＝本人または同一世帯の方

▲ 印鑑登録証明書＝本人またはその代理人

▲ 税務関係証明書＝本人または同一世帯の親族の方

電話による予約の受付時間
月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
※祝日・年末年始を除く
交付場所
市役所宿直室（北庁舎１階）、渥美文化会館事務室
交付時間
年末年始を除く、以下の時間で交付します。
◦月～金曜日　午後５時30分～７時
◦土・日曜日、祝日　午前８時30分～午後５時
※渥美文化会館事務室は土・日曜日、祝日のみ
交付のときに必要なもの
◦受取人本人であることが確認できるもの

（運転免許証、パスポート、住基カード［写真付
き］など）

◦印鑑登録証明書の場合は、印鑑登録証
◦手数料

大
規
模
な
土
地
取
引
は

届
出
が
必
要
で
す

大
規
模
な
開
発
行
為
は

事
前
協
議
が
必
要
で
す
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愛
知
県
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
お
よ

び
寡
婦
を
対
象
に
、就
業
支
援
講
習
会（
パ

ソ
コ
ン
講
習
初
級
）
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
程
＝
６
月
～
10
月
の
期
間
で
15
日
間

▼
場
所
＝
あ
い
ち
情
報
専
門
学
校
（
豊
橋

市
関
屋
町
１
の
６
）　

▼
受
講
料
＝
無
料

（
た
だ
し
教
材
費
９
０
０
円
は
別
途
）　

▼
申
し
込
み
＝
５
月
28
日
（
火
）
ま
で
に

子
育
て
支
援
課
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
直
接

▼
子
育
て
支
援
課

☎
23
局
３
５
１
３　

23
局
３
５
４
５

　

消
費
者
問
題
・
多
重
債
務
な
ど
で
お
困

り
の
方
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
＝
６
月
27
日
（
木
）
午
後
１
時
～

浴
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

※
光
岩
ま
で
は
徒
歩
で
約
25
分

▪
光
岩

地
震
な
ど
の
断
層

運
動
に
よ
り
出
来

た
、
鏡
の
よ
う
な
面

の
岩
。
太
陽
の
光

が
反
射
し
光
っ
て

見
え
る
こ
と
か
ら
、「
光
岩
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
「
光
岩
」
は
、
高
さ

約
９
ｍ
、
幅
約
22
ｍ
あ
る
大
き
な
岩
で
、

日
本
で
も
第
一
級
の
規
模
の
も
の
で
す
。

▼
文
化
財
課

☎
23
局
３
６
３
５　

22
局
３
８
１
１

　

自
動
車
税
は
自
動
車
を
、
軽
自
動
車
税

は
軽
自
動
車
（
原
動
機
付
自
転
車
な
ど
の

オ
ー
ト
バ
イ
や
農
耕
用
作
業
車
な
ど
の
小

型
特
殊
自
動
車
を
含
む
）
を
、
４
月
１
日

現
在
お
持
ち
の
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。

　

対
象
の
方
へ
、
５
月
中
旬
に
納
税
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、５
月
31
日
（
金
）

の
納
期
限
ま
で
に
納
税
通
知
書
に
記
載
し

て
あ
る
金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
領
収
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
継

続
検
査
用
（
車
検
用
）
の
証
明
書
は
、
車

検
を
受
け
る
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

▪
自
動
車
税
に
つ
い
て

▼
東
三
河
県
税
事
務
所
自
動
車
税

☎（
０
５
３
２
）35
局
６
１
３
０

▪
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０　

23
局
０
１
８
０

＊
ふ
る
さ
と
寄
附
金
＊

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
３
月
11
日
、
伊
藤
勝
弘
様
（
豊
川
市
）

か
ら
金
10
万
円
。

▼
４
月
２
日
、
匿
名
希
望
の
方
か
ら
金

５
万
円
。

▼
４
月
３
日
、
匿
名
希
望
の
方
か
ら
金

20
万
円
。

４
時（
要
予
約
／
相
談
時
間
は
30
分
程
度
）

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２　

22
局
３
８
１
７

　

こ
れ
ま
で
赤
羽
根
環
境
セ
ン
タ
ー
の
敷

地
内
に
あ
っ
た
「
光
岩
」
へ
の
入
口
を
、

セ
ン
タ
ー
横
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

道
の
り
は
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
急
な

所
に
は
階
段
も
付
き
、
歩
き
や
す
く
な
り

ま
し
た
。
ゆ
っ
く
り
登
り
な
が
ら
、
森
林

市
指
定
天
然
記
念
物「
光
岩
」の

入
口
を
変
更

■「光岩」の位置図

母
子
家
庭
等
就
業
支
援
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

ご
利
用
く
だ
さ
い

▲「光岩」の入口看板

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
納
税
は

５
月
31
日（
金
）ま
で

★
光岩

入口

赤羽根
環境センター

JA愛知みなみ
ライスセンター
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◦街角ネットたはら
放送日 内　容

～5/2木 やしの実対面式
戦没者追悼式

5/3金～5/16木 市民緑花まつり
総合型地域スポーツクラブ

5/17金～5/30木
市民協働まちづくり事業補助金
公開審査会
シェルマよしごをご紹介

5/31金～6/13木 防災リーダー研修会
田原凧まつり

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

ティーズチャンネルで放送中

広報秘書課 22　0138

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！

田原市ホームページ

　　http://www.city.tahara.aichi.jp/

祝
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◉
５
月
24
日
金
～
26
日
日

田
原
市
文
化
協
会　

春
の
文
協
ま
つ
り

▪
田
原
会
場

【
各
種
展
覧
会
】▼
日
時
＝
５
月
24
日（
金
）

～
26
日
（
日
）
／
午
前
９
時
～
午
後
４

時　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館

【
さ
つ
き
展
】
▼
日
時
＝
５
月
24
日
（
金
）

～
26
日
（
日
）
／
午
前
９
時
～
午
後
４

時　

▼
場
所
＝
田
原
市
総
合
体
育
館
ロ

ビ
ー

【
芸
能
大
会
】
▼
期
日
＝
５
月
26
日
（
日
）

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

▪
渥
美
会
場

【
写
真
展
・
生
け
花
展
】
▼
日
時
＝
５
月

25
日
（
土
）・
26
日
（
日
）
／
午
前
９

時
～
午
後
４
時　

▼
場
所
＝
渥
美
文
化

会
館

【
芸
能
大
会
】
▼
期
日
＝
５
月
26
日
（
日
）

▼
場
所
＝
渥
美
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

【
市
民
茶
会
】
▼
日
時
＝
５
月
26
日（
日
） 

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

▼
場
所
＝
渥

美
文
化
会
館　

▼
茶
席
＝
１
席
３
０
０

円
▼
田
原
市
文
化
協
会
☎
22
局
６
０
６
３

◉
５
月
25
日
土
・
26
日
日　

田
原
凧
ま
つ
り

▪
初
凧
祈
願
祭

日
時
▼
５
月
25
日
（
土
）
午
前
10
時
～

場
所
▼
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
田
原
工
場
厚
生

◉
５
月
11
日
土　

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
田
原
市
博
物
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
・
山
本
琹
谷
の
作
品
を

見
る

講
師
▼
田
原
市
博
物
館 

鈴
木
利
昌
副
館
長

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

月
の
イ
ベ
ン
ト

5

セ
ン
タ
ー
内
体
育
館
・
芝
生
広
場

▪
け
ん
か
凧
合
戦

日
時
▼
５
月
26
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
～

※
雨
天
時
は
、６
月
２
日
（
日
）
に
延
期

場
所
▼
田
原
市
総
合
体
育
館
周
辺

※
ま
つ
り
の
告
知
凧
を
田
原
文
化
会
館
に

て
事
前
展
示（
５
月
12
日
日
～
18
日
土
）

▼
田
原
ま
つ
り
会
館
☎
22
局
７
３
３
７

◉
６
月
１
日
土
・
２
日
日　

田
原
市
音
楽
祭

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

入
場
料
▼
無
料

▪
学
生
の
部

日
時
▼
６
月
１
日
（
土
）
午
後
２
時
開
演

出
演
▼
市
内
中
学
校
吹
奏
楽
部
、渥
美
農
業

高
等
学
校
・
成
章
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

▪
一
般
の
部

時
間
▼
６
月
２
日
（
日
）
午
後
２
時
開
演

客
演
▼
ア
ル
ベ
ロ
・
カ
ル
テ
ッ
ト
（
フ
ァ

ゴ
ッ
ト
四
重
奏
）

出
演
▼
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
教
室
、
渥
美
混
声

合
唱
団
、
田
原
混
声
合
唱
団
、
田
原
市

吹
奏
楽
団

▼
田
原
市
楽
友
協
会
事
務
局

☎
23
局
２
６
８
３
（
金
子
）

月
の
イ
ベ
ン
ト

6

イベント名
（市町村）

場　所
期　日 問い合わせ

花しょうぶまつり
（豊橋市）

賀茂しょうぶ園

５月下旬
～

６月上旬

豊橋市観光振興課 
☎（0532）51局2430

豊川市民まつり
おいでん祭
（豊川市）

豊川運動公園

５/ ２５土
５/ ２６日

豊川商工会議所
☎（0533)86局4101

第１３回日本チェーンソーアート
競技大会 in 東栄

（東栄町）
東栄ドームグランド・花祭会館

５/ ２５土
５/ ２６日

東栄町役場経済課
☎（0536）76局1812
チェンソーアートクラブ
東栄
☎（0536）76局1199

芝桜まつり
（豊根村）
茶臼山高原

５/ １１土
～

６／９日

豊根村観光協会
☎（0536)87局2525

東三河８市町村の広報紙共同企画として、東三
河の観光イベントをご紹介します。

▶東三河広域観光協議会☎（0532）54局1484　　http://www.honokuni.or.jp/

イベント情報

▲チェーンソーアート
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場
所
▼
田
原
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容
▼
「
私
が
癌
？
ガ
ー
ン
！
サ
ル
で
も

分
か
る
ガ
ン
の
話
」（
講
師
：
近
藤
一

男
氏
［
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
健
診
セ
ン
タ
ー
健
診

科
部
長 

］）、健
康
相
談
、健
康
チ
ェッ
ク

コ
ー
ナ
ー

定
員
▼
１
５
０
名
（
先
着
順
）

申
し
込
み
▼
６
月
７
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
に
て
（
当
日
参
加
も
可
）

参
加
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
来
場
者
に
は
記
念
品
あ
り

▼
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
生
活
部
生
活
相
談
課

☎
24
局
０
１
５
３

◉
６
月
５
日
水

金
融
教
育
講
座

～
事
前
に
知
り
た
い
、
相
続
の
話
～

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場
所
▼
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

講
師
▼
愛
知
県
弁
護
士
会
所
属　

弁
護
士

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て　

▼
商
工
観
光
課
☎
23
局
３
５
２
２

◉
６
月
14
日
金

Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み 

健
康
会
議
２
０
１
３

時
間
▼
午
後
１
時
～（
30
分
前
受
付
開
始
）

◉
６
月
23
日
日　

ふ
る
さ
と
の
新
星

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト

時
間
▼
午
後
２
時
開
演

場
所
▼
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル　

出
演
▼
新
津
く
ら
ら
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、

増
田
達
斗
（
ピ
ア
ノ
）

入
場
料
▼
【
一
般
前
売
】
１
０
０
０
円

　
【
一
般
当
日
】
１
５
０
０
円

　
【
高
校
生
以
下
】 

５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
▼
左
記
文
化
会
館
な
ど
で
販
売

▼
田
原
市
楽
友
協
会
事
務
局

☎
23
局
２
６
８
３
（
金
子
）

母子家庭の就業相談
 予約は不要です。お気軽にご相談ください。

5月9日木・6月13日木
時 間 ◦午後１時 30 分～３時 30 分

場 所 ◦田原福祉センター相談室（１階）

▼子育て支援課　
☎23局3513 　 23局3545

2013トライアスロン伊良湖大会 9/8日
開催

参加者募集！！

◉申込期間：5月31日（金）まで

◉募集人数：Aタイプ（84.7km）、Bタイプ（51.1km）＝各500名
　※申込者多数の場合は抽選で決定

◉申込先：　 http://www.mspo.jp/irago
※詳しくはお問い合わせください。

▼トライアスロン伊良湖大会実行委員会事務局
☎（0531）36局6882  （土・日曜、祝日除く/午前9時～午後４時）

EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田 原 文 化 会 館	☎22局6061	　22局6455
赤羽根文化会館	☎45局3939	　45局3901
渥美文化会館（土・日・祝）	☎33局1000	　34局1010
渥美支所地域課（平日）	☎33局1111	　32局2506

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール

市制10周年記念
ぐっさんの
全国縦断100ヶ所ライヴ
歌と笑いのひとり旅
日 時　7月6日（土）
                 午後4時開演
                  （30分前開場）
場 所　田原文化会館 
                 文化ホール
入 場 料　3,000円
                 当日3,500円
                ※未就学児の入場不可
チ ケ ッ ト　6月8日（土）午前9時から田原文化会館で前売

り開始（整理券配布なし）

7/6 土 

★チケットの予約など
指定席のチケットは、前売り開始日は開催会場のみの販売で、完売し
なければ翌営業日から各窓口で販売します。（前売開始日の正午から
電話予約可）前売券が完売した場合、当日券の販売はありません。
★託児サービス（各公演先着10名・おやつをご持参ください）
各イベントの10日前までに、生涯学習課までお申し込みください。
▶生涯学習課 ☎23局3531

全席指定

▲ぐっさん（山口智充）
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～
Ｓ
Ｏ
Ｓ
～
心
の
病
気

変
化
に
気
づ
い
て
見
守
る
た
め
に

　

新
年
度
が
始
ま
り
、
環
境
の
変
化
に
よ

り
、
普
段
以
上
に
頑
張
り
す
ぎ
た
り
、
逆

に
適
応
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
ス
ト
レ
ス
の
た
ま
っ
た

状
態
が
続
く
と
、
身
体
的
・
精
神
的
に
疲

れ
が
生
じ
、“
心
の
病
気
”
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で
、
次
の

こ
と
を
心
が
け
、
心
の
病
気
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

1
気
づ
き

　

心
の
病
気
は
、
自
分
自
身
で
は
気
づ
か

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
家
族
や
仲
間
な

ど
周
り
の
人
の
「
気
づ
き
」
が
大
切
で
す
。

眠
れ
な
い
、食
欲
が
な
い
な
ど
の
症
状
や
、

飲
酒
、
喫
煙
が
増
加
す
る
な
ど
の
変
化
が

見
ら
れ
た
ら
要
注
意
で
す
。
早
め
の
対
応

が
必
要
な
た
め
、
ま
ず
は
十
分
な
休
養
を

と
る
こ
と
を
勧
め
ま
し
ょ
う
。

2
声
か
け

　

大
切
な
人
や
仲
間
の
変
化
に
気
づ
い

た
ら
、「
眠
れ
て
る
？
」「
元
気
が
な
い

よ
う
だ
け
ど
、
大
丈
夫
？
」
な
ど
気
軽
に

声
を
か
け
、
相
談
に
乗
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。

3
傾
聴

　

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
相
手
の
考

え
を
否
定
し
た
り
、
必
要
以
上
に
励
ま
し

た
り
せ
ず
、
ね
ぎ
ら
い
の
気
持
ち
を
言
葉

に
し
て
伝
え
ま
し
ょ
う
。

4
つ
な
ぎ

　

生
活
支
援
や
医
療
が
必
要
な
場
合
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
本
人
に
「
今
よ
り
も

楽
に
な
る
た
め
」
と
し
て
、
専
門
家
へ
の

相
談
を
勧
め
ま
し
ょ
う
。
相
談
窓
口
と
し

て
、
保
健
所
や
市
役
所
健
康
課
な
ど
を
紹

介
す
る
ほ
か
、
心
の
問
題
が
体
に
変
調
を

き
た
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
精
神

科
や
心
療
内
科
の
受
診
も
勧
め
て
み
て
く

だ
さ
い
。

5
見
守
り

　
専
門
家
へ
の
相
談
ま
た
は
受
診
を
勧
め

た
後
も
、「
い
つ
で
も
相
談
に
乗
る
か
ら

気
軽
に
声
か

け
て
」
な
ど
、

見
守
っ
て
い

る
気
持
ち
を

相
手
に
伝
え

ま
し
ょ
う
。

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

●インフォメーション

● 休日当直医
月　日 当直医 電話番号

5月3日（金・祝）
川瀬医院 ☎35局1511

木村歯科医院 ☎22局0404

5月4日（土・祝）
富永医院 ☎23局1316

ヒラノ・デンタル・オフィス ☎22局6477

5月5日（日・祝）
岡田医院 ☎37局0001

藤井歯科医院 ☎45局2123

5月6日（月・振）
永井医院 ☎22局0227

すずき歯科 ☎23局0033

5月12日（日）
藤岡医院 ☎32局1515

渡辺歯科医院 ☎32局3561

月　日 当直医 電話番号

5月19日（日）
北山クリニック ☎23局3946

なかた歯科 ☎23局1162

5月26日（日）

朽名医院 ☎33局0162

山本耳鼻咽喉科 ☎24局4100

小原歯科 ☎25局1139

6月2日（日）

第2国見医院 ☎23局2302

ふくい眼科 ☎22局5878

葉山歯科医院 ☎32局0038

6月9日（日）
丸山医院 ☎33局0313

平野歯科医院 ☎22局0214

※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　　　夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

離乳食教室（前期）
６月１２日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター

５～６か月児とその保護者　※予約制
離乳食講習と保育の話、歯の話など

６月１９日（水）  9：50 ～ 10：00 あつみライフランド

育児相談
６月　３日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド 身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）

※母乳相談は生後６か月まで（原則１回）６月１４日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター
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中央図書館  　23局4946 　 tosho@city.tahara.aichi.jp
よ  く  よ  む

図書館休館日

『下に見る人』
酒井順子/著　
角川書店　914.6/ｻｶ

だれもが密かに抱えている「他人を
見下したい」という感情をセキララ
に語った異色のエッセイ。

『さくら』
西加奈子／著  
小学館　913.6/ﾆｼ

今、話題の作家、西加奈子による家
族愛物語。家族5人と１匹のせつな
くそして、愛おしいお話です。

５月 ▼7火、10日金、13日月、20日月、27日月　　
６月 ▼3日月、10日月、14日金、17日月、24日月
【特別整理期間】
中央図書館は５月21日火～24日金、赤羽根図書館は５月28日
火～29日水、渥美図書館は５月29日水～31日金まで休館

●中央図書館
　一　般▶5月11日土～6月13日木　  「キニナルタイトル」　
　子ども▶4月20日土～5月19日日 　「おとうさん、おかあさんも読んだ　日本の児童文学」
●赤羽根図書館
　一　般▶5月11日土～6月13日木　　「開運」
　子ども▶5月11日土～6月13日木　　「おそとであそぼ♪」
●渥美図書館
　一　般▶5月11日土～6月13日木　　「江戸文化」
　子ども▶5月11日土～6月13日木　　「学校・幼稚園」

◎特別整理期間のお知らせ
 図書館では毎年、特別整理期間という
お休みをしています。これは、資料の
点検作業をする期間で、市民の財産で
ある資料を管理するために欠かせない
仕事です。

◉各館の特別整理期間
◦中央図書館　　　５月 21 日火～５月 24 日金
◦赤羽根図書館　　５月 28 日火・５月 29 日水
◦渥美図書館　　　５月 29 日水～５月 31 日金

◉雑誌コーナーからお知らせ
　特別整理期間後、中央館では新着雑誌を保護するカバー
を導入します。痛みが軽減され、きれいな状態で読んでい
ただけます。また、新しく仲間入りする雑誌も登場しますの
で、どうぞお楽しみに。今回はその一部をご紹介します。

【中央図書館】
『ＧＬＯＷ（グロー）』…女性ファッション
『日経デザイン』…総合デザイン
『ワールドサッカーダイジェスト』…サッカー
『目の眼』…古美術・工芸
『ＳＡＶＶＹ（サヴィ）』…関西情報

【赤羽根図書館】
『日経おとなのＯＦＦ』…趣味・生活情報
『Ｎｉｎａ'ｓ（ニナーズ）』…子育て

【渥美図書館】
『ＬｉＶＥＳ（ライヴズ）』…住宅・インテリア

◎『複製絵画 150 点 !!』
中央図書館では、複
製絵画の貸出も行っ
ており、おひとり 2
点以内で貸出期間は
4 週間です。室内装
飾などにいかがです
か？

59
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◉工作「パペット」
お友だちと一緒に作って遊ぼう！
期間◦5月22日水～26日日 午後1時半～
材料費◦10円

◉実験教室
成章高校のお兄さんやお姉さんと楽しく
実験しよう。
開催期間◦5月21日火　午後4時～
テーマ◦万華鏡を作ろう

◉子
こ

育
そ だ

て講
こ う

座
ざ

ハグ
身近な子育てのお話
をテーマに沿ってし
てくれます。
日時◦5月22日水
　　　午前10時～
テーマ◦「やる気」を育てるふれあい

◉みんなであそぼう
クッションボールを使っ
てストラックアウト！い
くつあたるかな？
ソフトバレーボールもで
きます。
期日◦5月18日土・19日日

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童センターだよりをご覧ください。
※小学校・保育園・幼稚園・市民館・福祉センター・子育て支援課にあります。
　　  http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

　田原児童センター☎23局4761

◉みんなの様
よ う す

子

◦利用対象：0～18歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◦利用時間：午前9時30分～午後5時

横向きに寝て、膝を９０
度曲げる。

息を吐きながら、かかと
をくっつけたままゆっくり
片膝を持ち上げる。

ゆっくり膝を元の位置
に戻す。
※１０回程度繰り返し
たら、反対を向いて同
様に行なう。

上記を２～３セット行い
ましょう。
膝は高く上げなくても
良いのでお尻の横を意
識してみましょう。

生涯学習課　２３局3531

寝転がったままでできるので、誰でも簡単にで
きます。お尻を使っていると意識しながら行な
いましょう。夏になる前に、きれいなヒップライ
ンを手に入れましょう！

寝転がったままの体操でき
れいなヒップ！

１

３

２

１

２

３

４

５７５７
Ｑ

　　　　　　　

「市民の声」紹介

５ 月のお休み

7日火、13日月、20日月、27日月

セ ン タ ー

◦お知らせ　
市内の小学生以上の方を対象に、
緊急時連絡のための「利用登録」
を受付で行っています。
なお、児童センターでは
託児は行っていません。

◦

「キッカーボード」楽しかったよ！

              赤羽根市民センターにあった
田原市営農支援センターが、庁舎の共同利
用により、愛知県田原農業改良普及課へ移
転しました。ここでは、農地の賃借・売買か
ら資金相談まで1カ所の窓口で行えます。
　また、農地の賃借・売買情報をいち早く
お届けする営農支援メール配信を行って
います。詳しくは、田原市営
農支援課ホームページをご
覧ください。

営農支援課　☎22局1126
http://www.city.tahara.aichi.jp/

section/einou/　

　
　
　　渥美農高前の道路を走っ

ていたら、「田原農業支援セ
ンター」という看板を見かけ
ました。どんな施設ですか？
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5

今月　納税・使用料の

納期限 ５月３１日

固定資産税・都市計画税
（全期・第１期分）

軽自動車税
（全期分）

金

人身30件（66件）
負傷39人（79人）
死亡0人（1人）
物損173件（382件）

火災4件（5件）
救急176件（536件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗2件（5件）
乗物盗2件（6件）
非侵入盗10件　（26件）

※（　）内の数字は平成25年の累計

田原警察署だより 田原警察署　 23局０１１０

3月

◉ドロボウ（住宅対象侵入盗）被害にご注意ください！

　家のカギのかけ忘れや開けっ放しは、ドロボウが侵
入する手口の約３割を占めます。
　皆さんの注意が皆さんを守ります。普段からご近所
同士が気軽に声をかけ合うなど、地域全体で防犯対
策を進めましょう。

◆◆できることから自主防犯を◆◆

●少しの時間の外出でも「カギかけ」を徹底しよう！
●カギは、家の周りに隠したりせず、必ず持って出か
　けよう！
●ドアや窓には、補助錠を取り付けよう！
　（ワンドア・ツーロック）
●夜間は、門灯や玄関灯、センサー付き
　ライトなどで家の周りを明るくしよう！

～ カギかけて 防ごう犯罪 守ろう我が家 ～

（　　 ）

0

25

50

75

100

0
1
2
3
4
5
6
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8
9
10
15

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

節水注意線
※節水注意線とは、
　この値を下回ると節水が開始されるライン（節水率検討）

4/20現在
98.2％

1/1 1/10 1/20 2/1 2/10 2/20 3/1 3/10 3/20 4/1 4/10 4/20

去年は2月に水質が悪化しましたが、今年は安定しています。
これからもより良い水環境を作っていきましょう。

●三河湾の水質調査結果

三河港大橋
片浜沖
馬草沖
立馬崎灯台沖

8月 11月 2月 5月 8月 11月 2月

●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
水道メーターボックスの周りは、いつもきれいにしましょう。

環境基準◎馬草沖・立馬崎灯台沖
　　　　　2㎎/ℓ以下

環境基準◎三河港大橋・片浜沖
　　　　　8㎎/ℓ以下

　

1
か
ら
５
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
実
現

す
る
た
め
、
地
域
○
○
○
○
○
○
団
体

の
活
動
へ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

２　
「
東
三
河
は
ひ
と
つ
～
持
続
可
能
な

発
展
を
目
指
し
て
～
」
東
三
河
地
域
の

新
た
な
連
携
体
制
「
○
○
○
○
連
合
」

の
設
立
に
向
け
準
備
を
行
って
い
ま
す
。

３　

今
月
の
○
○
○
○
・
使
用
料
は
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
で
、
５
月
31
日

（
金
）
が
納
期
限
で
す
。

４　

２
０
１
３
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
伊
良
湖
大

会
で
は
、
今
年
も
市
民
○
○
○
○
○
○

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

５　

５
月
25
日
（
土
）・
26
日
（
日
）
に
田

原
凧
○
○
○
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
18
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
５
月
20
日
（
月
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
４
月
号
の
答
え
】
お
は
な
み

（
応
募
総
数
32
通
中
、
正
解
30
通
、
当
選

者
の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
、
関
係
各
課
へ
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）

3

4

5

1

2
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自分の顔をよく見て描いたよ。

全体の形を意識しなが
ら、細部にこだわり、丁
寧に描けています。

評 評

みんなでお花見散歩にいっ
たよ。

はな み　さん ぽ

　　 み　　く　　と　　　　　

野田中学校２年

田中淑子さん
　 　　　 よし　 こ

中部保育園

阿部日向子ちゃん（5歳）

藤城

　雅
美

 先
生

中部保育園

阪野光駈斗くん（5歳）

自分の作りたいイメー
ジを目指し、工夫を凝
らすことができました。

評 お友達と一緒に桜を見ている様子をのび
のびと描くことができました。

ともだち　　いっしょ　　　さくら　　　み　　　　　　よう す

か

　　　　

評 画用紙いっぱいに、とても楽しそうな表情をダ
イナミックに描くことができました。

が　よう　し　　　　　　　　　　　　　　　　　 たの　　　　　　　ひょうじょう

か

 　　　　　　　　　　　　　　

　　

水彩画
工作

   　　

　　　ひ　　 な　　こ

野田中学校３年

渡邉観央さん
　　　　　 　 　　み　　お

じ ぶん　　かお　　　　　　み　　　か　　　　　　　　　　　　　

65,386人　総人口

32,976人　男性

32,410人　女性

21,800世帯世帯数

33人出生 61人死亡

288人転入 333人転出

－73人増減 ※増減は3月中です

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１８８.８１km2

（平成２5年4月１日現在）

本誌は再生紙を使用しています。

N
o.737 平

成
25

年
5

月
１

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

▼
今
年
も
サ
ン
テ

パ
ル
ク
た
は
ら

で
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

フ
ェ
ア
が
開
催
さ

れ
、70
種
類
６
万

本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
に
、訪
れ
た
多

く
の
方
々
は
魅
了
さ
れ
て
い
る
様
子

で
し
た
。そ
ん
な
花
々
の
競
演
も
、

数
日
後
に
は
春
の
嵐
に
よ
っ
て
終

演
。少
し
寂
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
が
、

思
い
起
こ
せ
ば
、サ
ク
ラ
の
開
花
も

あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
気
が
し
ま

す
。花
は
見
て
い
る
だ
け
で
心
を
癒

し
て
く
れ
ま
す
。も
う
す
ぐ「
母
の

日
」で
す
。カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

花
束
と
一
緒
に
、日
ご
ろ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
、大
切
な
人
に
贈
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。（
Ｉ
）

▼
や
っ
と
春
ら
し
く
な
り
、活
動
的

な
気
分
に
な
っ
た
の
も
つ
か
の
間
、

寒
の
戻
り
で
上
着
な
く
し
て
は
出
歩

け
な
い
こ
と
も
。新
緑
が
さ
ら
に
色

を
増
す
暖
か
な
日
々
が
待
ち
遠
し
い

で
す
。（
Ｍ
）

【
表
紙
の
写
真
】チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア（
サ
ン

テ
パ
ル
ク
た
は
ら
）
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